
                             

                             

                             

                             

 [第 329 号］             北日野公民館だより               令和 5年 8月 4 日 

 

絵
馬
か
ら
見
え
て
く
る
も
の 

先
日
、
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
で
矢
船
町
、
矢
放
町
、
庄
田
町
、
小

野
谷
町
の
区
長
様
、
宮
総
代
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
拝
殿
に
奉
納

さ
れ
て
い
る
絵
馬
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
神

社
も
絵
馬
は
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
各
町
内
の
特

徴
を
つ
か
み
様
々
な
絵
馬
に
出
会
い
ま
し
た
▼
矢
船
町
で
は

町
名
に
ふ
さ
わ
し
く
船
の
絵
で
、
福
井
県
に
三
枚
し
か
な
い
難

破
船
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
▼
矢
放
町
は
多
く
の
神
馬
図
が

描
か
れ
江
戸
後
期
、
明
治
、
大
正
に
わ
た
り
福
井
市
を
中
心
に

活
躍
し
た
絵
師
夢
楽
洞
の
見
事
な
絵
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
▼

庄
田
町
は
日
野
神
社
遥
拝
所
で
あ
る
と
と
も
に
雨
乞
い
神
事

が
行
わ
れ
た
神
社
で
拝
殿
中
央
に
は
龍
の
大
き
な
絵
馬
が
掲

け
ら
れ
、
当
時
水
不
足
に
悩
ん
だ
村
人
の
悲
壮
な
神
へ
の
祈
り

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
▼
小
野
谷
町
は
近
郊
に
名
を
轟
か
せ
た

大
工
職
人
の
町
だ
け
に
荘
厳
な
彫
刻
が
各
所
に
施
さ
れ
立
派

な
神
殿
が
ひ
と
際
目
を
引
き
ま
す
。
こ
こ
に
も
藤
原
鎌
足
と
海

女
の
玉
取
伝
説
に
由
来
し
た
玉
取
図
や
神
の
使
い
と
さ
れ
る

雉
を
描
い
た
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
▼
こ
れ
ら
の
絵
馬

は
願
い
や
祈
り
感
謝
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
人
々
の

信
仰
・
文
化
・
風
俗
を
伺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
化

財
で
す
。
身
近
な
絵
馬
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
を
知
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。 

 

は
な 

矢船町から 日野フォトクラブ 



                             

                             

 

北
日
野
い
き
い
き
シ
ニ
ア 

第
一
ク
ラ
ブ 

 

七
月
二
〇
日
（
木
）
矢
放
町
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
で
、
北
日
野
い
き
い
き
シ
ニ
ア
第
一

ク
ラ
ブ
の
三
町
内
（
矢
放
・
帆
山
・
矢
船
）

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

隣
同
士
の
町
内
で
も
交
流
が
無
い
と
い

う
意
見
か
ら
五
年
前 

に
始
ま
り
ま
し
た
が
、 

コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き 

な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

久
し
ぶ
り
の
開
催
と 

な
り
、
民
謡
や
尺
八
を 

聞
き
、
一
緒
に
昼
食
を 

食
べ
て
、
和
や
か
な
ひ 

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し 

た
。 

              

                            
 

 

 

       〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり      令和 5年８月４日（2）    

 
第
十
八
回
市
民
体
育
大
会
が
六
月
二
十
五
日
か 

ら
市
内
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
九
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
参
加
さ 

れ
た
選
手
の
皆
さ
ま
、
応
援
に
行
か
れ
た
皆
さ
ま 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

「
三
部
経
塚
」 

 

三
部
経
塚
は
、
大
手
町
の
北
側
を
横
断
す

る
県
道
沿
に
あ
り
、
伊
藤
公
俊
家
の
敷
地
に

隣
接
し
て
建
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
お
守
り

は
伊
藤
家
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

以
前
は
、
現
在
地
前
の
県
道
を
挟
ん
だ
反

対
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
道
路
の
拡
幅
に
よ

っ
て
、
現
在
地
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

天
保
年
間
は
「
天
保
の
大
飢
饉
」
や
、
そ

れ
の
伴
う
「
疫
病
」
が
大
流
行
、
各
地
で
多

く
の
餓
死
者
が
出
て
、
犠
牲
者
を
弔
う
た
め

の
慰
霊
碑
が
、
各
地
域
で
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
大
手
町
で
見
ら
れ
る
こ
の
供
養
塔
も
、

そ
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。
こ
の
「
三
部
経
塚
」

の
棹
に
は
、
天
保
七
年
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す 

三
部
経
塚
の
経
文
を
小
さ
な
石
に
一
字
ず
つ

書
き
地
下
に
納
め
て
あ
り
ま
す
。 

        

「
三
部
経
塚
」 

歌
人
与
謝
野
晶
子
・
鉄
寛
の
詠
歌 

【
三
部
経
塚
】
に
て
明
治
八
年
十
一
月 

経
を
書
き
弘
化
の
御
代
に
納
め
し
は 

二
万
六
千
八
百
の
石 

晶
子 

秋
の
水
大
手
の
里
を
つ
た
い
た
る 

 
 

 
 

そ
の
上
に
あ
り
三
部
経
塚 

晶
子 

い
に
し
へ
の
人
の
こ
こ
ろ
を
わ
れ
拝
む 

石
に
書
き
た
る
越
の
経
塚 

鉄
寛 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

           
 【

参
加
者
感
想
】 

・
初
め
て
の
陶
芸
を
身
近
な
場
所
で
、
気
軽

に
体
験
出
来
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

・
粘
土
を
く
っ
つ
け
る
の
が
難
し
か
っ
た
で

す
。 

・
焼
き
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。 

・
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て

き
た
ら
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

七

月

二

十

二

（
土
）
に
陶
芸
教

室
を
開
催
し
ま
し

た
。
粘
土
の
仕
組

み
や
、
茶
碗
の
作

り
方
を
教
え
て
も

ら
い
、
自
分
だ
け

の
茶
碗
や
お
皿
を

作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

総
合
順
位 

十
位 

種
目
成
績
（
団
体
） 

陸
上
（
男
子
） 

 
 
 

 

八
位 

軟
式
野
球 

 
 
 

 
 

 

一
位 

体
操
（
混
合
） 

 
 
 

 

五
位 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
（
混
合
） 

七
位 

綱
引
（
男
子
） 

 
 
 

 

一
位 

弓
道
（
混
合
） 

 
 
 

 

六
位 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
） 

三
位 

卓
球
（
女
子
） 

 
 
 

 

三
位 

ボ
ウ
リ
ン
グ
（
女
子
） 

 

七
位 

種
目
成
績
（
個
人
） 

弓
道 

大
廣
建
二
さ
ん 

 

三
位 

第
七
十
二
回
、
福
井
県
消
防
操
法
大
会
が

七
月
二
十
二
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

越
前
市
消
防
団
北
日
野
分
団
が
一
四
年

ぶ
り
に
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
に
向
け
、
週

に
四
日
間
、
朝
の
四
時
三
十
分
か
ら
選
手
は

厳
し
い
早
朝
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
団
員
の

皆
さ
ま
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

   



                             

                             

                             

                             

 （3）令和 5年８月４日   ＜地区の将来像＞暮らしの安全、快適生活とインフラ整備             

8～９月の予定 
8 月 6日(日) 越前和紙で桜の花作り 

     6 日(日) フライパン一つで簡単料理教室  
17 日(木)  走り方を学ぼう 

 18 日(金)  手話教室 
   20 日(日)  竹馬教室  
  25 日(金)  お寺で法話を聞こう 
  25 日(金)  墨流し教室 
  30 日(水)  げんでん工作教室 
9 月 3日～４日 防災合宿通学 

 
休館日 毎週月曜日 8月 13.14.15.16  

 

 

 
 
  

     海・川を安全に楽しむために 
  
夏は海や川へ出掛ける機会が増える季節です。海や川で自

然に触れることは、楽しみがある半面、自然ならではの危険
もあります。 
 事故を防ぐためには、自然を甘く見ず、危険をきちんと認
識し、計画を立てて行動することが大事です。 
海・川の事故を防ぐポイント！ 
・出かける前に天気や海・川の情報をチェックする。 
・海水浴の際は、危険な場所を確認し、近づかない。 
・危険を示す掲示板、水流が速い、深みがあるところは避
ける 

・河原や中洲、川幅の狭いところに注意する。 
・健康状態が悪いときやお酒を飲んだ時は泳がない。 
・子どもだけでは遊ばせない！ 
・ライフジャケットは着用する。 
南越消防組合 東消防署 予防指導課 ☎43-0119 

 

 私には小学４年生と２年生の息子がいます。２人
とも最近は走ることに興味を持ちはじめ、マラソン
大会などにも親子で参加することが増えてきまし
た。特に長男は陸上競技会などにも積極的に参加す
るなど、記録の更新という目に見える自分の成長が
楽しいようで、父親としてもすごく良いことだと応
援しています。しかし、ここで問題になるのが父親
の威厳です。長男の記録に負けるような父親が、何
を言ってもそれは長男の心に響かない、そんな気が
するのです。なので、最近は時々走ったりもしてい
ます。 

４０歳を超えた肉体で、伸びしろしかない小学生
に、どこまであらがえるかわかりませんが、父親と
しての威厳と自身の健康、そして美味しいビールの
ためにも、父ちゃん頑張るぞ！ 

北日野小学校 保護者  
 

二十歳の式典出席の申し込みについて（市外転出者） 
  

越前市二十歳の式典は、令和６年１月７日（日）に行います。就学や就職などの

ために市外へ転出している方（当市に住民票がない方）で、二十歳の式典に出席を

希望される方は、事前に申し込みをお願いします。連絡をいただいた住所に、案内

文を郵送します。（１１月中旬頃発送予定） 
 申し込み方法：案内送付先住所、氏名、生年月日、出身小学校、電話番号を、 
下の QR コードから、または、電子メール、ファックスなどでご連絡ください。 
※当市に住民票のある人は申し込みの必要はありません。 
 
【申込・問い合わせ先】  
越前市教育委員会 生涯学習・芸術文化課 
℡：２２－７４５９ FAX：２２－７４９７ 
E-mail：gakusyuu@city.echizen.lg.jp 担当 竹内 
 

北日野駐在所だより №６５ 

① 特殊詐欺に引き続き警戒をお願いします 
今年に入り、特殊詐欺が増加傾向になっています。 

被害件数・被害額とも去年を上回っています。手口
で多いのはオレオレ詐欺や架空請求詐欺です。 
詐欺の予兆電話やハガキはいつ来るかわかりませ
ん。警戒をお願いします。 
② 注意散漫になりがちな夏季の交通事故に注意 
夏季は交通事故が発生しやすい時期です。 

暑さより注意が散漫になりがちです。運転者の方は、
速度は控え、全席シートベルトの励行を。歩行者の
方は、必ず反射材をお願いします。 
③ 警察官大募集中！ 
高卒警察官を募集中です。現在受付中。締切りは 

８/２９まで。警察官になりたい方は駐在所までご連
絡を。大卒警察官・警察行政職員は終了しました。 
  

 

書道教室 



                             

                             

                             

         

［第 329 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成    令和 5年 8月 4 日(4)  

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
ー
ル
投
稿
、
原
稿
な
ど
は 

↓
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://kitahino.jp/ 

お友達登録は→のＱＲコード
で 

かるたづくり（平林町） 
7/22 

 
 

西展望台や観音広場への登山道脇に生えてい

る高さ 50cm ほどの多年草。茎は細く無毛でか

たい。 葉は対生し 5cm ほどの長だ円形で先は丸

い。光にすかすと黒色の細かい点が見られる。

茎の上部で枝分かれした先に 2cm たらずの黄色

の花を 2、3 こつける。 花びら 5。 おしべ多数。

花柱 3。実は長い卵形で細かい種を飛ばす。湿っ

た所には小型のコケオトギリがある。弟が薬草

の秘密をもらし 
たとして兄が弟 
を切り殺したこ 
とから名がつい 
たという。 

オトギリソウ(オトギリソウ科) 

忠魂碑の登り口などに見られ 
る高さ 7、8m の落葉高木。枝 
には短いとげがある。葉は枝先 
に互生し大型の羽状で 21 枚の 
小葉からなりへりに細かいぎざ 
ぎざがある。葉裏は白っぽい緑 
色で葉脈が目立つ。雌雄異株。 
枝先に短い円すい花序をつけ 
うす緑色の小花を多くつける。 
がく 5。花びら 5。め花はめし 
べ１。 お花はおしべ 5。実は 
球形で赤紫色。カラスが食べ 
るので名がついた。サンショ 
ウは若葉や種を香辛料として 
使う。 

カラスザンショウ(ミカン科) 

サンショウの実 

表
紙
の
俳
句
は
、
北
日
野
俳
句
会 

平
井
圭
子
さ
ん
（
大
屋
町
）
の
作
品
で
す 

きたひのふるさと 
史跡看板 
 
           
 
 
          各町内順番に設置予定です 

ミニコンサート 8/2 
コナウイングさんがきてくれ
ました 
 

新幹線ウェルカムダンス 
講座 7/30 
 

コキアが育ちました（小野谷町） 
公民館でもらった種が育ちました！ 
 

枝豆植え 7/18 
児童館の畑に枝豆を植えました 

地蔵祭り 7/23・24 
暑い中、今年も各町内で地蔵祭りが行われました 

 
 
 
 


